
　

逗
葉
新
道
料
金
所
に
近
い

　

逗
葉
新
道
料
金
所
に
近
い

南
郷
交
差
点
横
に
葉
山
を
中

南
郷
交
差
点
横
に
葉
山
を
中

心
と
し
た
三
浦
半
島
の
名
産

心
と
し
た
三
浦
半
島
の
名
産

品
を
集
め
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

品
を
集
め
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

プ
ラ
ザ
「
Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ　

プ
ラ
ザ
「
Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
が
完
成

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
が
完
成

し
、
９
月
１
日
に
グ
ラ
ン
ド

し
、
９
月
１
日
に
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
し
た

オ
ー
プ
ン
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

約
４
４
０
０
㎡
の
敷
地

　

約
４
４
０
０
㎡
の
敷
地

に
鉄
骨
造
一
部
２
階
建
て

に
鉄
骨
造
一
部
２
階
建
て

の
店
舗
（
延
床
面
積
８
８

の
店
舗
（
延
床
面
積
８
８

２
・
２
・
5959
㎡
）
と

㎡
）
と
7575
台
の
駐

台
の
駐

車
場
を
完
備
。
葉
山
町
商

車
場
を
完
備
。
葉
山
町
商

工
会
が
国
や
県
、
町
か
ら

工
会
が
国
や
県
、
町
か
ら

の
支
援
を
受
け
、
葉
山
の

の
支
援
を
受
け
、
葉
山
の

玄
関
口
と
も
言
え
る
同
所

玄
関
口
と
も
言
え
る
同
所

で
、
町
の
商
業
活
性
化
を

で
、
町
の
商
業
活
性
化
を

目
的
に
、
地
域
の
魅
力
を

目
的
に
、
地
域
の
魅
力
を

発
信
す
る
観
光
拠
点
を
作
り

発
信
す
る
観
光
拠
点
を
作
り

上
げ
た
。

上
げ
た
。

　

町
内
９
店
の
テ
ナ
ン
ト
や

　

町
内
９
店
の
テ
ナ
ン
ト
や

人
気
商
品
を
集
め
た
ア
ン
テ

人
気
商
品
を
集
め
た
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
、
Ｊ
Ａ
よ
こ
す

ナ
シ
ョ
ッ
プ
、
Ｊ
Ａ
よ
こ
す

か
葉
山
の
野
菜
、
雑
貨
な
ど

か
葉
山
の
野
菜
、
雑
貨
な
ど

の
店
が
並
び
、
イ
ー
ト
イ
ン

の
店
が
並
び
、
イ
ー
ト
イ
ン

コ
ー
ナ
ー
約

コ
ー
ナ
ー
約
3030
席
、
町
民
交

席
、
町
民
交

流
ス
ペ
ー
ス
、
駐
車
場
の
奥

流
ス
ペ
ー
ス
、
駐
車
場
の
奥

に
散
策
路
も
整
備
さ
れ
た
。

に
散
策
路
も
整
備
さ
れ
た
。

　

営
業
時
間
９
〜

　

営
業
時
間
９
〜
1919
時
（
水

時
（
水

曜
定
休
）
☎
０
４
６
・
８
７

曜
定
休
）
☎
０
４
６
・
８
７

６
・
０
８
８
０

６
・
０
８
８
０ 

（
Ｋ
）

（
Ｋ
）

　

鎌
倉
に
本
社
を
置
く
Ｉ
Ｔ

　

鎌
倉
に
本
社
を
置
く
Ｉ
Ｔ

企
業
「
カ
ヤ
ッ
ク
」
が
、
８

企
業
「
カ
ヤ
ッ
ク
」
が
、
８

月
に
子
会
社
「
鎌
倉
自
宅
葬

月
に
子
会
社
「
鎌
倉
自
宅
葬

儀
社
」
を
設
立
し
た
。
〝
最

儀
社
」
を
設
立
し
た
。
〝
最

後
の
思
い
出
も
、
家
で
つ
く

後
の
思
い
出
も
、
家
で
つ
く

る
〞
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
自

る
〞
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
自

宅
で
家
族
葬
を
執
り
行
う
サ

宅
で
家
族
葬
を
執
り
行
う
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

　

葬
儀
費
用
の
全
国
平
均

　

葬
儀
費
用
の
全
国
平
均

は
、葬
儀
一
式
に
飲
食
接
待

葬
儀
一
式
に
飲
食
接
待

費
、
寺
院
へ
の
費
用
を
合
わ

費
、
寺
院
へ
の
費
用
を
合
わ

せ
て
約
２
百
万
円
（
日
本
消

せ
て
約
２
百
万
円
（
日
本
消

費
者
協
会
２
０
１
０
年
）
で

費
者
協
会
２
０
１
０
年
）
で

３
年
前
よ
り

３
年
前
よ
り
3030
万
円
以
上
下

万
円
以
上
下

が
っ
て
い
る
と
い
う
。
高
齢

が
っ
て
い
る
と
い
う
。
高
齢

化
に
よ
る
葬
儀
の
簡
素
化
が

化
に
よ
る
葬
儀
の
簡
素
化
が

進
む
近
年
、
形
式
的
な
葬
儀

進
む
近
年
、
形
式
的
な
葬
儀

で
な
く
家
族
で
送
り
出
し
た

で
な
く
家
族
で
送
り
出
し
た

い
と
願
う
人
も
多
い
。

い
と
願
う
人
も
多
い
。

　

鎌
倉
自
宅
葬
儀
社
で
は
、

　

鎌
倉
自
宅
葬
儀
社
で
は
、

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
親
族
と

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
親
族
と

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
葬
儀

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
葬
儀

の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
実
施
。

の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
実
施
。

自
宅
で
行
う
の
で

自
宅
で
行
う
の
で
、式
場
費

式
場
費

な
ど
の
費
用
が
か
か
ら
ず
、

な
ど
の
費
用
が
か
か
ら
ず
、

シ
ン
プ
ル
な
装
飾
で
６
畳
一

シ
ン
プ
ル
な
装
飾
で
６
畳
一

間
で
も
設
営
が
で
き
、
家
族

間
で
も
設
営
が
で
き
、
家
族

や
親
し
い
人
た
ち
と
思
い
出

や
親
し
い
人
た
ち
と
思
い
出

を
語
り
な
が
ら
、
家
族
の
ス

を
語
り
な
が
ら
、
家
族
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
故

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
故

人
を
送
り
出
せ
る
。

人
を
送
り
出
せ
る
。

　

コ
ン
ジ
ェ
ル
ジ
ュ
を
務
め

　

コ
ン
ジ
ェ
ル
ジ
ュ
を
務
め

る
馬
場
翔
一
郎
さ
ん

る
馬
場
翔
一
郎
さ
ん（
3232
）

は
、
葬
儀
業
界
で
経
験
を
積

は
、
葬
儀
業
界
で
経
験
を
積

み
、
独
立
し
て
埼
玉
県
で
葬

み
、
独
立
し
て
埼
玉
県
で
葬

儀
社
を
経
営
。
約

儀
社
を
経
営
。
約
1010
年
間
の

年
間
の

経
験
か
ら
満
足
し
て
も
ら
え

経
験
か
ら
満
足
し
て
も
ら
え

る
の
は
自
宅
葬
だ
と
確
信

る
の
は
自
宅
葬
だ
と
確
信

し
、
行
っ
て
き
た
が
、
カ
ヤ

し
、
行
っ
て
き
た
が
、
カ
ヤ

ッ
ク
の
柳
澤
大
輔
社
長
に
出

ッ
ク
の
柳
澤
大
輔
社
長
に
出

会
い
「
カ
ヤ
ッ
ク
が
大
事
に

会
い
「
カ
ヤ
ッ
ク
が
大
事
に

し
て
い
る
鎌
倉
の
地
で
や
ろ

し
て
い
る
鎌
倉
の
地
で
や
ろ

う
」と
誘
わ
れ

と
誘
わ
れ
、今
年
４
月
に

今
年
４
月
に

入
社
し
た
。
鎌
倉
は
持
ち
家

入
社
し
た
。
鎌
倉
は
持
ち
家

比
率
割
合
が
約

比
率
割
合
が
約
7070
％
と
高

％
と
高

く
、
需
要
が
見
込
ま
れ
る
こ

く
、
需
要
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
も
同
社
の
業
界
参
入
の
決

と
も
同
社
の
業
界
参
入
の
決

め
手
と
な
っ
た
と
い
う
。

め
手
と
な
っ
た
と
い
う
。

　

プ
ラ
ン
は

　

プ
ラ
ン
は
5555
万
円
〜
。

万
円
〜
。
鎌

倉
自
宅
葬
儀
社

倉
自
宅
葬
儀
社

０
１
２
０

０
１
２
０

・
2929
・
５
９
８
０

・
５
９
８
０

　

認
知
症
の
人
と
共
に
タ
ス

　

認
知
症
の
人
と
共
に
タ
ス

キ
を
つ
な
ぎ
日
本
を
縦
断
す

キ
を
つ
な
ぎ
日
本
を
縦
断
す

　

鎌
倉
の
特
産
品
を
活
用
し

　

鎌
倉
の
特
産
品
を
活
用
し

た
商
品
開
発
を
し
て
い
る
鎌

た
商
品
開
発
を
し
て
い
る
鎌

倉
酒
販
組
合
の
定
番
商
品

倉
酒
販
組
合
の
定
番
商
品

「
鎌
倉
の
酒
屋
が
創
っ
た
柚

「
鎌
倉
の
酒
屋
が
創
っ
た
柚

子
の
酒
」が
、ラ
ベ
ル
や
中
身

子
の
酒
」が
、ラ
ベ
ル
や
中
身

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
＝
写
真

＝
写
真
。

　

「
鎌
倉
の

　

「
鎌
倉
の

酒
屋
が
創
っ

酒
屋
が
創
っ

た
柚
子
の

た
柚
子
の

酒
」
は
昨
年

酒
」
は
昨
年

４
月
に
発
売

４
月
に
発
売

さ
れ
た
が
、
「
そ
の
ま
ま
飲

さ
れ
た
が
、
「
そ
の
ま
ま
飲

む
に
は
強
す
ぎ
る
し
、
割
る

む
に
は
強
す
ぎ
る
し
、
割
る

と
柚
子
の
風
味
が
落
ち
る
」

と
柚
子
の
風
味
が
落
ち
る
」

と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
昨
年

と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
昨
年

秋
か
ら
検
討
を
重
ね
、
今
回

秋
か
ら
検
討
を
重
ね
、
今
回

の
商
品
は
以
前
よ
り
ア
ル
コ

の
商
品
は
以
前
よ
り
ア
ル
コ

ー
ル
度
数
を
６
％
落
と
し
て

ー
ル
度
数
を
６
％
落
と
し
て

８
％
と
し
、
原
料
を
米
焼
酎

８
％
と
し
、
原
料
を
米
焼
酎

か
ら
ブ
ラ
ン
デ
ー
に
替
え

か
ら
ブ
ラ
ン
デ
ー
に
替
え

た
。
徳
島
県
産
の
果
汁
を
使

た
。
徳
島
県
産
の
果
汁
を
使

用
し
、
果
汁
濃
度

用
し
、
果
汁
濃
度
1818
％
。
マ

％
。
マ

ン
ズ
ワ
イ
ン
が
製
造
し
て
い

ン
ズ
ワ
イ
ン
が
製
造
し
て
い

る
。
７
２
０

る
。
７
２
０

㎖
入
り
、
税

㎖
入
り
、
税

込
１
５
５
０

込
１
５
５
０

円
。
円
。

　

見
た
目
も

　

見
た
目
も

さ
わ
や
か
に
、
味
も
磨
き
の

さ
わ
や
か
に
、
味
も
磨
き
の

か
か
っ
た
柚
子
の
酒
、
販
売

か
か
っ
た
柚
子
の
酒
、
販
売

は
鎌
倉
・
逗
子
・
葉
山
の
同

は
鎌
倉
・
逗
子
・
葉
山
の
同

酒
販
組
合
の
店
で
。

酒
販
組
合
の
店
で
。

　

問
い
合
わ
せ
同
組
合
☎
０

　

問
い
合
わ
せ
同
組
合
☎
０

４
６
７
・

４
６
７
・
2222
・
４
５
５
６

・
４
５
５
６

　

マ
ツ
や
ウ
メ
な
ど
の
木
の

　

マ
ツ
や
ウ
メ
な
ど
の
木
の

下
で
葉
を
茂
ら
せ
、
夏
か
ら

下
で
葉
を
茂
ら
せ
、
夏
か
ら

秋
に
か
け
て
小
さ
な
花
を
た

秋
に
か
け
て
小
さ
な
花
を
た

く
さ
ん
咲
か
せ
る
ト
レ
ニ

く
さ
ん
咲
か
せ
る
ト
レ
ニ

ア
。
草
丈

ア
。
草
丈
2020
〜
3030
㌢
、
花
径

㌢
、
花
径

１
㌢
ほ
ど
の
可
憐
な
花
な
の

１
㌢
ほ
ど
の
可
憐
な
花
な
の

で
、
庭
を
何
気
な
く
な
が
め

で
、
庭
を
何
気
な
く
な
が
め

て
い
て
は
見
逃
し
て
し
ま
い

て
い
て
は
見
逃
し
て
し
ま
い

そ
う
。

そ
う
。

　

ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
ツ
ル
ウ

　

ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
ツ
ル
ウ

リ
ク
サ
属
の
一
年
草
、
ま
た

リ
ク
サ
属
の
一
年
草
、
ま
た

は
多
年
草
で
東
南
ア
ジ
ア
、

は
多
年
草
で
東
南
ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
に
分
布
す
る
。

ア
フ
リ
カ
に
分
布
す
る
。

　

和
名
は
ハ
ナ
ウ
リ
ク
サ

　

和
名
は
ハ
ナ
ウ
リ
ク
サ

で
、
唇
形
の
花
が
ス
ミ
レ
に

で
、
唇
形
の
花
が
ス
ミ
レ
に

似
て
い
る
の
で
、
ナ
ツ
ス
ミ

似
て
い
る
の
で
、
ナ
ツ
ス
ミ

レ
と
も
呼
ぶ
。
花
色
は
、
ピ

レ
と
も
呼
ぶ
。
花
色
は
、
ピ

ン
ク
、
青
、
紫
な
ど
さ
ま
ざ

ン
ク
、
青
、
紫
な
ど
さ
ま
ざ

ま
で
、
ビ
ロ
ー
ド
の
よ
う
に

ま
で
、
ビ
ロ
ー
ド
の
よ
う
に

鮮
や
か
な
色
を
し
て
い
る
。

鮮
や
か
な
色
を
し
て
い
る
。

　

写
真
は
円
覚
寺
の
松
嶺

　

写
真
は
円
覚
寺
の
松
嶺

院
。
観
光
客
が
せ
わ
し
く
行

院
。
観
光
客
が
せ
わ
し
く
行

き
来
す
る
長
谷
・
収
玄
寺
の

き
来
す
る
長
谷
・
収
玄
寺
の

庭
で
ま
ち
の
喧
噪
を
よ
そ
に

庭
で
ま
ち
の
喧
噪
を
よ
そ
に

ひ
っ
そ
り
と
咲
い
て
い
た
。

ひ
っ
そ
り
と
咲
い
て
い
た
。

　

花
言
葉
は
「
温
和
」
「
可

　

花
言
葉
は
「
温
和
」
「
可

憐
」
「
ひ
ら
め
き
」
。

憐
」
「
ひ
ら
め
き
」
。

　

鎌
倉
朝
日
で
働
く
編
集

　

鎌
倉
朝
日
で
働
く
編
集

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま

す
。
市
民
活
動
に
興
味
あ

す
。
市
民
活
動
に
興
味
あ

る
方
大

る
方
大

歓
迎
。

歓
迎
。

▽
仕
事
／
地
域
情
報
欄
の

▽
仕
事
／
地
域
情
報
欄
の

編
集
、
広
告
原
稿
の
作
成

編
集
、
広
告
原
稿
の
作
成

な
ど
。

な
ど
。W

ord
W
ord

・E
xcel
E
xcel

が
扱
え
る
方
▽
勤
務
／

が
扱
え
る
方
▽
勤
務
／
1111

月
中
旬
ご
ろ
〜
▽
時
間
／

月
中
旬
ご
ろ
〜
▽
時
間
／

応
相
談
▽
待
遇
／
委
細
面

応
相
談
▽
待
遇
／
委
細
面

談
▽
応
募
／
履
歴
書
を
１

談
▽
応
募
／
履
歴
書
を
１

面
題
字

面
題
字

下
住
所

下
住
所

の
鎌
倉
朝
日
へ
ご
送
付
下

の
鎌
倉
朝
日
へ
ご
送
付
下

さ
い
。（
応
募
書
類
は
返
却

さ
い
。（
応
募
書
類
は
返
却

し
ま
せ
ん
）▽
問
合
せ
☎

し
ま
せ
ん
）▽
問
合
せ
☎

０
４
６
７
・

０
４
６
７
・
2424
・
８
５
５
３

・
８
５
５
３

る
「
る
「
Ｒら

ん

ら

ん
Ｕ
Ｎ
Ｕ
Ｎ
伴と

も
と
も

＋
三
浦
半

＋
三
浦
半

島
」
が
、
三
浦
市
か
ら
横
須

島
」
が
、
三
浦
市
か
ら
横
須

賀
、
葉
山
、
逗
子
を
経
て
鎌

賀
、
葉
山
、
逗
子
を
経
て
鎌

倉
を
つ
な
ぐ
約

倉
を
つ
な
ぐ
約
3030
㎞
の
コ
ー

㎞
の
コ
ー

ス
で
９
月

ス
で
９
月
1818
、
1919
日
に
初
め

日
に
初
め

て
開
催
さ
れ
た

て
開
催
さ
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

こ
の
タ
ス
キ
リ
レ
ー
は
、

　

こ
の
タ
ス
キ
リ
レ
ー
は
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
２
０
１
１
年
に

目
指
し
て
、
２
０
１
１
年
に

北
海
道
で
始
ま
っ
た
。
北
海

北
海
道
で
始
ま
っ
た
。
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
結
ぶ
コ
ー

道
か
ら
沖
縄
ま
で
結
ぶ
コ
ー

ス
に
三
浦
半
島
の
タ
ス
キ
を

ス
に
三
浦
半
島
の
タ
ス
キ
を

つ
な
げ
よ
う
と
介
護
福
祉
関

つ
な
げ
よ
う
と
介
護
福
祉
関

係
者
や
市
民
団
体
の
実
行
委

係
者
や
市
民
団
体
の
実
行
委

が
企
画
し
、
介
護
職
員
や
社

が
企
画
し
、
介
護
職
員
や
社

協
、
行
政
関
係
者
、
子
ど
も

協
、
行
政
関
係
者
、
子
ど
も

な
ど
約
１
３
０
人
が
オ
レ
ン

な
ど
約
１
３
０
人
が
オ
レ
ン

ジ
色
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
揃
え
半

ジ
色
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
揃
え
半

島
を
駆
け
抜
け
た
。

島
を
駆
け
抜
け
た
。

　

葉
山
で
は
山
梨
崇
仁
町
長

　

葉
山
で
は
山
梨
崇
仁
町
長

も
参
加
し
海
沿
い
の
コ
ー
ス

も
参
加
し
海
沿
い
の
コ
ー
ス

を
先
導
。
認
知
症
の
人
も
徒

を
先
導
。
認
知
症
の
人
も
徒

歩
で
加
わ
り
、
明
る
い
表
情

歩
で
加
わ
り
、
明
る
い
表
情

を
見
せ
た
。

を
見
せ
た
。 

（
Ｋ
）

（
Ｋ
）

鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも

TEL 0467（24）8553
FAX 0467（23）1205

秋
の
庭
を
彩
る
ト
レ
ニ
ア

秋
の
庭
を
彩
る
ト
レ
ニ
ア
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文　
　

小
林
千
穂

文　
　

小
林
千
穂

写
真　

松
原
省
吾

写
真　

松
原
省
吾

葉
山
の「
駅
」へ
よ
う
こ
そ
！

葉
山
の「
駅
」へ
よ
う
こ
そ
！

H
A
Y
A
M
A 

S
T
A
T
I
O
N
オ
ー
プ
ン

家
で
思
い
出
と
共
に
お
別
れ
を

家
で
思
い
出
と
共
に
お
別
れ
を

鎌
倉
に〝
自
宅
葬
〞専
門
葬
儀
社

鎌
倉
に〝
自
宅
葬
〞専
門
葬
儀
社

飲
み
や
す
く
風
味
豊
か
に

飲
み
や
す
く
風
味
豊
か
に

新
鎌
倉
柚
子
の
酒

新
鎌
倉
柚
子
の
酒  

発
売
中
！

発
売
中
！

認
知
症
の
人
と
共
に

認
知
症
の
人
と
共
に

三
浦
半
島
リ
レ
ー

三
浦
半
島
リ
レ
ー

編
集
ス
タ
ッ
フ
募
集

編
集
ス
タ
ッ
フ
募
集

２０１６年（平成２８年）10 月１日 第451号 1部　108円 （８）


